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九
月
十
五
日
は
、
敬
老
の

日
－
こ
の
日
か
ら
老
人
福

祉
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

宇
治
市
で
も
、
こ
れ
を
機
会

に
敬
老
会
や
老
人
健
康
診
査

な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

戦
前
・
戦
後
の
混
乱
期
を

社
会
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ

た
人
た
ち
も
、
い
ま
で
は
お

年
寄
り
。

－どんどんご利用をー

と
こ
ろ
が
、
イ
ン
フ
レ
や

物
価
高
に
よ
る
生
活
不
安
、

核
家
族
化
に
よ
る
ひ
と
り
暮

ら
し
の
問
題
な
ど
困
難
な
問

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

宇
治
市
で
は
、
老
人
家
庭

奉
仕
員
の
派
遣
や
老
人
園
芸

ひ
ろ
ば
、
老
人
憩
い
の
家
の

運
営
な
ど
老
人
福
祉
の
向
上

に
つ
と
め
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
十
分
と
い
え
ま
せ
ん
。

宇治市役所
京Ｂ府宇治市宇冶琵琶33番地

電話⑩3141㈹

新進堂印刷

市の人口

（1978年9月1日現在）

世帯数42，432世帯

と
こ
ろ
で
、
お
年
寄
り
の

し
あ
わ
せ
と
は
、
単
に
制
度

や
施
設
を
充
実
す
れ
ば
よ
い

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
家

族
や
地
域
の
人
た
ち
の
あ
た

た
か
い
思
い
や
り
こ
そ
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
お
年
寄
り
自
身
も
、
福

祉
の
向
上
を
社
会
に
秋
極
的

に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
か

大
切
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

Ｓｉｍ帯増

145．560人

73，193人

72，367人
371人増

積

前月比

人□
男

女

前月比一一

面

｜Ｉ67．29平方キロメートノレ

〃

ま
た
．
平
均
寿
命
が
延
び

て
老
人
人
口
は
ま
す
ま
す
増

え
て
お
り
．
世
界
の
長
寿
国

へ
の
仲
間
入
り
を
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
現
在
の
若
い
人
た
ち
も

い
ず
れ
は
老
人
問
題
に
直
面

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
十

五
日
か
ら
は
じ
ま
る
老
人
福

祉
週
間
を
機
会
に
、
老
人
を

取
り
ま
く
問
題
に
つ
い
て
。

一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
真
剣
に
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

こ
と
し
も
、
め
で
た
く
八

十
八
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ

る
の
は
次
の
三
十
九
人
。
市

長
か
ら
、
長
寿
を
お
祝
い
し

て
、
敬
老
会
の
席
で
赤
ざ
ぷ

と
ん
を
お
贈
り
ま
す
。

【
六
地
蔵
・
木
幡
地
区
】

上
田
喜
三
郎
、
中
川
ウ
タ

浅
野
小
喜
久
、
沢
田
力
松

岩
崎
増
吉
、
堀
い
と

3
9
人
に
米
寿
の
祝
い

市内最高齢者の長谷川サワさんを訪問した島田市長（9月6日）

敬老会

す
で
に
十
日
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
秋
の

一
日
を
ご
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

9
月
1
5
日
宇
治
中
学
校

9
月
1
7
日
青
少
年
文
化
研
修
道
場

9
月
2
3
日
西
宇
治
中
学
校

1
0
月
1
日
御
蔵
山
小
学
校

横
居
松
太
郎
、

島
田
と
き
、

鵜
川
ス
エ

谷Ξ

高
崎
竹
芳

杉
本
マ
ス
エ

橋
本
と
免
、
久
保

谷
川
キ
ク
、
樋
口

「
宇
治
地
区
」

上
田
豊
次
郎
、
竹
内

富
江
、
藤
村
留
次
郎

植村
ヶ
庄
・
菟
道
地
区
】

あ
さ
、
佐
野
ち
ゑ

八ｌｙ

モ

心

仙房

う

た

西
村
力
蔵
、
細
川
英
二
郎

林
ト
ク
、
林
な
か

小
堀
為
矢
、
村
田
卯
太
郎

北
尾
は
る
、
北
村
と
ら

石
川
テ
ル

【
伊
勢
田
・
広
野
地
区
】

古
川
鉄
太
郎
、
小
西
力
蔵

奥
田
み
ね
、
堀
内
千
太
郎

小
野
ツ
キ
、
布
川
す
ミ

土
山
夜
生

【
槙
島
・
小
倉
地
区
】

大
庭
里
ん
、
匠
内
房
次
郎

（
敬
称
略
）

事業名内容；お問い合わせ先

－－－・一一‥－
老人家庭幸仕員の派遭■65歳以上の低所得附帯，介護するものかない世帯を
事業対象に老人・ｍｍ仕員を派遣し■ｌｉｔ事，家事手伝

い，介護．相談≪助言等をする。

ねたきり老人特殊寝台：65巌以上，低所得既帯のねたきり老人に対し，特殊
賃与事業’寝台を貸与する。

ねたきり老人慰問事業ｉ65歳以上のねたきり老人に見舞品を贈る01・・

老人福祉電話貸与事業！6ｓ歳以上の独居および老人世帯の低所得ほ帯に電話
を貸与しＩ電話料を祐助する。

： ス ご
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二

で

； Ｉ

％ ｀ ． ‘ ． ・ ‘ ． ‘ ・ ． ・ ．

鏃

綴 ｉ ：

市 内 最 高 齢 者

日常生活用具給付事業

老人健康珍査事業

ｅ5歳以上，ねたきり老人でおＭａのない人に浴蛤を
給付する。

ｅ5歳以上の高齢者に対し，老人病の予防と早期発
見，早期治療のため，ｉ，ｉ年ｌ回ｉ卜内の内科のある医
院．病院で健康診査を実施する。ねたきり老人には
訪問健康Ｍｉを火施する。

老人保護事彙ｌ老人福祉法により保護を要する老人を施Ｓｉ．に措殴し
生活の安定を図る。

健康診断書料金の扶助

敬老会事業

・－㎜－－ｌ－皿㎜－ｌ嘘

敬老年金支給事業

老人保ｍ措置および家庭本仕員派遣事業の対象者
で，低所得ｉｌｌ；帯の老人に，健康診断書の料金を扶助
する。－－－Ｊ＝＝－7〃＝■■＝ａ＝皿－皿

70歳以上の高齢者を敬老会に招待し，記念岫の贈星
や式典．演芸等を催す。かぞえ88歳の人には市から米寿記念のざぷとんが，

満ｓ8歳の人には京都府から，満95戚以上の人には巾‘
から記念品が贈られる。

毎年9月15日現在において満ｏ歳以上で同年の1月
1日以後引き続き宇治市に居住する方に倣老年金
3，000円を敬老会当日，公場で支給する。

老人肩芸ひろば事業1ｅｏ歳以上の鳥齢者を対象に．園芸を逝じて心身とも

に健虞を増進し，社会との交流を深められるよう1人当り約ｗ

≫ｆ（1区山）の上地を2年間貸し出す。（5ｉ在3ヵ所）

老人憩いの家・憩いの
部屋の運営事業

地域の老人に慰安と休息の場を提供し，集会，クラ

ブ活動等に利川してもらう。老人憩いのＳ13屋には補助金を交付する。（5ｉ在45ヵ所）

老人クラブの指導育成ビｋきかいのある老’ｉ＆，老人福祉の向上，増進を図る
ため地域社会との交流，レクリエーション，旅行，

．研修公等を尖施する。補助企を交付する。

老人大学の開催
おおむね6Ｑ歳以上の高齢者を対象に，毎年8月下旬市民会館で老人の健虞や生きかいなどのプログラム

で開催する。宇治市連合喜老会と共催。

老人医療費支給事業 65歳以上の人に医療費を助成するもので．ｌＱｉ＆＆．上
は市の独自制変で所得制限なし。

社会課
福祉医療係

老齢福祉年金’明治44年4月1日までに生れた人か．70歳から受け
られる無拠出年金。月額16，500円（8月かｔ．）で所得

ｌ制限かある。
保険年金課国民年金係

老齢年金 拠出年金（かけ金制）で年齢ごとに最低必要加入期閥

が定められており，65歳から終身受けられる。年金額は物価にスライドする。

血圧相談 老人クラブ会員および一般成人を対象に．ＰＳ月ｌ変
ずつ市内6ヵ所の公民館などで血圧相談を行なう。

保健衛生課

宇治鳳凰大学の開催165歳以上の高齢者を対象に，老人としてのあり方を1いろいろな角度から学びあうため，コース制をとり

4年間で卒業する。
教育委員会公民館

高齢者無料職業紹介相
談

おおむね65歳以上の高齢者を対象に毎月第3木曜日
に職業紹介および相談を行なう。

社会福祉協議会
老人の杖贈呈 65歳以上で杖か必要と認められる老人に贈呈する。

ねたきり老人の慰問 65歳以上のねたきり老人に見舞品を贈る。

7～でＪ一一゛ヽヽ

＼＼＼ｌＩＲｆｌｌＲＲＲ＾回而市総合金物

－－，－（油勘グループ）

マルカン金物（株）

建築金物，工具類，電動工具，大工道具

水道用品，ボルト・ナット，日曜大工用品

家庭金物，水道配管材料，塗料…………

国鉄宇治駅前東ＴＥＬ．（0774）22－2131

645

お年寄りのための制度
老
後
に
生
き
が
い
を
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各課の配置

本
館

一

階

至大久保

本
館

市役所の所在地

宇治市李治琵琶33番地

一一

階

本

館

三

階

人
員
増
や
さ
ず

Ｆ
ｉ
Ｓ
Ｉ
ｂ

Ｌ
卜

新
館

一

階

清掃課

手
洗
い

清掃課事務室宋 誹 ＝＝＝＝
㎜

㎜
■ ・

■

・

■

・

皿

●

Ｉ ｌ ｌ

ｌ ｉ ・

Ｉ Ｉ Ｉ

ｌ ｌ ｌ

新
館

【
企
画
管
理
部
】

秘
書
課
…
…
市
長
・
助
役
の
秘
書
、

防
災
、
庁
舎
管
理

職
員
課
…
…
職
員
の
人
事
、
給
与
、

研
修
、
福
利
厚
生

文
書
広
報
課
…
…
文
書
・
公
印
の
管

理
、
条
例
規
則
の
制
定
改
廃
、
広

報
、
広
聴
、
市
民
相
談
室

市
史
編
さ
ん
室
…
…
宇
治
市
史
の
編

さ
ん

企
画
課
…
…
総
合
計
画
、
統
計
調
査

折
居
国
有
林
活
用
計
画

【
総
務
部
】

財
政
課
…
…
市
議
会
の
招
集
、
市
有

財
産
の
管
理
、
予
算
の
編
成
お
よ

ぴ
執
行
管
理
、
財
政
・
資
金
計
画

用
地
課
…
…
用
地
買
収
お
よ
び
登
記

市
民
税
課
…
…
住
民
税
の
賦
課

資
産
税
課
…
…
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
・
特
別
土
地
保
有
税
・
償

却
資
産
税
な
ど
の
賦
課

納
税
課
…
…
市
税
の
収
納
、
納
税
証

明

【
市
民
部
】

ニ
階

新
館

三
階

国
民
年
金

同
和
対
策
室
…
…
同
和
行
政
、
同
和

問
題

【
生
活
環
境
部
】

環
境
保
全
課
…
…
生
活
環
境
保
全
、

草
刈
ひ
条
例
、
公
害
対
策

保
健
衛
生
課
…
…
伝
染
病
対
策
、
献

血
、
予
防
接
種
、
母
子
・
成
人
保

健
、
市
営
火
葬
場

清
掃
課
…
…
…
コ
ヽ
ヽ
ヽ
収
集
・
処
理
、
し

尿
収
集
の
受
付
、
古
紙
回
収

【
福
祉
事
務
所
】

社
会
課
…
…
戦
傷
病
者
等
の
援
護
、

民
生
委
員
、
福
祉
医
療

保
育
課
…
…
保
育
所
、
昼
間
里
親

福
祉
課
…
…
生
活
保
護
、
老
人
福
祉

障
害
者
福
祉
、
母
子
児
童
福
祉
、

奨
学
金

【
建
設
部
】

管
理
課
…
…
宇
治
川
改
修
、
道
路
管

理
、
境
界
明
示
、
市
道
認
定
・

土
木
課
…
…
道
路
・
河
川
の
新
設

都
市
計
画
課
…
…
都
市
計
画
、
街
路

・
下
水
道
・
公
園
の
計
画
お
よ
び

緑化事業部開設1周年記念
特脳也－池回／隠≒②／詣10日限り

（広）

（告）

（募）

（集）

ヽ物・白川砂・植木土・肥料・カヌマ土・鉢物・種・球根類・その他

冊32－0527㈹
費32－8877

會22－9353
費22－9438

株式会社

Ｏ本社／宇治市五ヶ庄析坂21－35

0緑化事業部／宇治市伊勢田町北山

た
だ
い
ま
、
市
政
だ
よ
り
の

広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
市
役
所
文
書
広

646

財政自主再建めざし
市役所の機構を改革

各
課
の
主
な
し
ご
と
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財政自主再建めざし
市役所の機構を改革

第461号

ｒ秘書課（庶務防災係，秘書係，車両係）ｌ

ｉ‐職員課（人事係．給与係，研修厚生係）

，－企画管理部－！ー文書広ｎ課（文書法規係，広報係，広聴係）

；1－企ｍｍ（企画係．調査統計係）

：：一市史編さん室

（庶務係；管財係，財政係）

用地第ｉ係，用地第2係）

（庶務諸税係，普通徴収係，特別徽収係タ

一資産税課（土地係，家屋係，｛ａ却資産諸税係）

（収納係，納税第1係，納税第2係，管理係）

；―総務

効
率
的
な
体
制
へ

宇
治
市
で
は
、
今
年
度
を
初
年
度
と
す
る
五
ヵ
年
計
画

で
財
政
自
主
再
建
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環

と
し
て
、
八
月
三
十
日
付
で
市
役
所
の
機
構
を
改
革
。
現

在
の
職
員
定
数
の
範
囲
内
で
課
や
係
の
再
編
・
統
合
を
す

す
め
る
一
方
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務
事
業
の
効

率
的
な
執
行
、
そ
れ
に
、
緊
急
・
重
点
事
業
の
実
施
体
制

の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
市
長
部
局
の
組
織
は
、
い
ま
ま
で
の
五
部
一
所

二
十
五
課
三
室
七
十
五
係
か
ら
五
部
一
所
二
十
七
課
二
室

七
十
四
係
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
へ
お
越
し
の
と
き
で
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
玄
関
入
口
の
受
付
へ
気
軽
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方

は
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
ご
用
件
を
担
当
課
に
連

絡
し
、
そ
の
場
で
処
理
い
た
し
ま
す
。

：一交ｉｉＳ労政課（労政係，交通安全対策係）

市民ｉｒ（市民係，住民登録係，戸籍係）

（3）

市
役
所
の
し
く
み

（農政茶業係．山林耕地係）

（商工観光係．消費生活係）

（保険係，徴収係，国民年金係）

民ト市

和対策室（同和対策係）

（環境保仝係，公害対策係）

（衛生係．予防係，保健指導ｍ

ｌ係，清掃係）

（庶務係．社会係．福祉医ｍ係）

（指導係，保育係）

（保ｍ係，老人福祉係，障害福祉係，母子児

童福祉係）

一社会ｍし

保育課

一福祉課

一
同
』
一〒

ｉ
－
―
＝
‐

采
」
」
‐
馬

一管ｍｍ（庶務係．’ａ理係，占ｍ明示係）［

土木課（道路係，河川係）
1
一都市計画課（計ｉｌ係，事業係，下水道係，公園係）

建設部一

－

開発指導課（開発指導係，建築指導係）

1一都市整（Ｓｉ失対事業課（工事係，Ｉｔ持係．失対管理係

ｔ
一
9
1
1
‐
―
－
1
ｊ

Ｉ
Ｘ
ｉ
Ｓ
ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
…
…
戴
労
名
Ｕ
宅
剛
9

労
働
対
策
、
交
通
安
全
、
交
通
災

害
共
済

市
民
課
…
…
一
戸
籍
、
住
民
登
録
、
印

鑑
証
明

農
林
茶
業
課
…
…
農
林
、
水
産
、
茶

業
、
畜
産

商
工
観
光
課
…
…
中
小
企
業
振
興
指

導
お
よ
び
金
融
対
策
、
大
規
模
小

売
店
舗
対
策
、
観
光
、
消
費
者
保

護

保
険
年
金
課
…
…
国
民
健
康
保
険
、

建
設

開
発
指
導
課
…
…
開
発
行
為
の
審
査

お
よ
び
指
導
、
宅
地
造
成
工
事
の

指
導
、
建
築
確
認
申
請

都
市
整
備
失
対
事
業
課
…
…
道
路
・

河
川
・
排
水
路
・
橋
梁
の
維
持
修

繕
、
機
動
修
理
班
、
失
対
事
業

建
築
課
…
…
市
有
建
物
の
建
設
お
よ

ぴ
補
修
、
市
営
住
宅

会
計
課
…
…
公
金
の
収
入
・
支
出
、

入
札
・
契
約

報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
は
＠
三
一
四
一
番
で

す
。

ご
結
納

647

老
舗
の
ぶ
石
上
”
で
は
ご
希
望
に
応
じ
て

ご
ゆ
っ
く
り
と
お
選
び
い
た
だ
け
る
よ
う

簡
素
な
中
に
も
気
品
あ
る
結
納
か
ら

格
調
高
い
豪
華
な
も
の
ま
’
で

品
数
豊
富
に
取
り
揃
え

ご
用
命
を
お
ま
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

尚
、
ご
希
望
の
お
客
様
に
は
お
宅
ま
で

お
伺
い
し
て
ご
結
納
の
飾
り
付
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ロ
一
口
口
一
図
」

儀
式
用
品
特
別
奉
仕
承
り
会

顧
定
紋
入
り
ふ
ろ
し
き
・
ふ
く
さ
・
広
ぶ
た

各
種
平
常
価
格
の
2
割
引
に
て

ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
ま
す
Ｊ

回
一
四
回
一

結
納
の
老
舗

岩
上
商
店

宇
治
市
宇
治
橋
通
り
二
丁
目

電
話
Ｓ
七
七
四
）
＠
二
こ
二
五
番

⑩
一
一
四
三
番

（庶務係，消防団係）

（警防係，施設係）

（予防係，危険物係，建築設備係）

1失対事業係）

｜―建築課建築係．住宅係）

1課（指導係，警備第Ｉ係）

2課（ｌＦ備第2係，救急係）

収入役一一一会計課（会計係，用度契約係）

ｉ

ｌ一束宇治消防分署（ＩＦ備第1係，

万警備第2係，指導係）

！一同宇治消防分署（警備第1係，

警備第2係，指導係）

市議会議長一事務局一調査係，議事係

選挙管理委員会一事務局－庶務係，選挙係

財政自主再建推進本部長（市長）一事務局

―業務課（庶務係，経理係，営業係，料金係）

ｉｉＳ里た要一水道部一

［

工務課（工務係，浄水係）

‐配水課（配水係，給水係，工事係）

監査委員一事務局

農業委員会一事務局

土地開発公社一事務局－

一総務課（庶務係，教職員係）

一学校教育課（学事係，保健給食係）

長一肇育霧員鳶一一施設謬（管理係．整備係。事業係）

―社会教育課（社会教育係，社会体育係）

。―公民館（事業係，市民図書係）

教育



（昭和53年）9月ｎ日発行（4）1978年りよすごＪ攻Ｔｆｔ’台呼ｔ第461号

648

今
年
度
献
血
功
労
者

四
十
人
を
表
彰

献
血
を
十
回
以
上
さ
れ
た
献
血
功

労
者
の
五
十
三
年
度
表
彰
が
九
月
十

三
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
る
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

Ａ
献
血
十
回
以
上
Ｖ

▽
木
幡
＝
安
達
安
久
彦

▽
五
ヶ
圧
Ｉ
遠
藤
久
士
、
橋
本
清
次

田
中
建
三
郎
、
官
治
林
鐘
一
、

大
西
務

▽
菟
這
＝
小
山
修
、
斉
簾
博
行

▽
宇
治
＝
浜
田
拓
、
青
木
隆
、
永
野

均

▽
神
明
＝
磯
田
忠
三

▽
開
＝
松
井
佳
子

▽
羽
拍
子
1
騨
村
里
美
、
鶴
田
正
行

▽
槙
島
Ｈ
笠
井
一

▽
小
倉
1
1
辻
薫
、
矢
野
貫
司
、
西
岡

い
志
江

▽
伊
勢
田
＝
松
村
逮
未
、
西
本
武
司

山
田
了
三
、
片
山
俊
昭
、
鬼
木

亨
、
市
川
良
一

▽
広
野
1
1
佐
尾
山
皓
三
、
松
山
正
男

後
安
敏
光
、
服
部
利
行
、
宮
川

冨
美
男
、
安
藤
明
、
永
松
維
晴

▽
大
久
保
＝
松
本
璽
信

Λ
献
血
二
十
回
以
上
Ｖ

▽
宇
治
＝
野
口
納
、
大
酉
通
男

▽
伊
勢
田
＝
笠
局
日
出
雄
、
川
口
修

一

▽
広
野
1
1
富
山
一
美

▽
大
久
保
丑
腸
長
照
夫

Λ
献
血
三
十
回
以
上
Ｖ

▽
宇
治
＝
山
田
英
幸

◇
◇

第
一
回
郷
土
産
業
展

出
展
を
受
付
中

市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
宇
治
で
生

産
さ
れ
る
郷
土
産
品
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
、
第
一
回
の
郷
土

産
業
展
が
開
か
れ
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
1
0
月
1
4
日
（
土
）
ふ
誌

日
（
日
）
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

か
ら
午
後
5
時
ま
で

▽
と
こ
ろ
・
・
・
市
民
会
館
と
商
工
会
議

所

▽
催
物
・
・
・
各
種
の
物
品
が
展
示
さ

れ
る
ほ
か
、
お
茶
飲
み
＝
ン
ク

ー
ル
、
お
い
し
い
お
茶
の
入
れ

方
講
習
会
な
ど
裔
汀
わ
れ
ま
す

出
展
希
望
の
人
は
、
9
月
1
4
日
ま

で
に
商
工
会
議
所
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
宇
治
市
の
新
し

い
土
産
品
と
な
る
商
品
の
展
示
も
行

血
液
は
事
故
や
急
病
な
ど
で
突
然

に
必
要
に
な
り
ま
す
、
健
康
な
う
ち

に
献
血
を
し
て
お
き
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

献
血
を
す
る
に
は
、
ま
ず
、
医
師

が
そ
の
日
の
健
康
状
態
を
十
分
調
べ

て
か
ら
採
血
し
ま
す
。
採
血
量
は
Ｉ

人
一
回
二
百
｀
で
、
時
間
は
五
、
六

分
で
す
み
ま
す
。
そ
し
て
、
採
血
後

十
分
ぐ
ら
い
休
け
い
を
と
る
だ
け
で

ふ
だ
ん
の
仕
事
に
全
ぐ
差
し
つ
か
え

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
、
一
度
も
献
血
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、
市
政
だ
よ
り
一
日
号
で
献

血
デ
ー
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
ぐ
だ
さ
い
。
’

な
お
、
次
回
の
献
血
デ
ー
は
9
月

2
0
日
（
水
）
で
、
黄
梁
自
衛
隊
で
行

い
ま
す
。
時
間
は
午
前
1
0
時
～
正
午

と
午
後
1
時
半
ｙ
3
時
半
で
す
。

（
保
健
衛
生
課
）

宇
治
を
求
め
て

対
鳳
庵
ヘ

日
本
は
、
世
界
で
も
脊
数
の
地
震

国
。
今
回
は
、
地
震
の
心
得
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
日
本
の
住
居
の
大
多
数
は

木
造
で
、
地
震
が
起
き
る
と
つ
ぷ
れ

や
す
い
と
同
時
に
、
燃
え
や
す
い
と

い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

地
震
に
よ
る
二
次
災
害
を
防
ぐ
た

め
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
次
の
こ
と
を
心

⑦
低
地
で
は
浸
水
に
注
意
。

⑧
山
津
波
、
が
け
崩
れ
に
注
意
。

＠
≪
＊
恐
れ
ず
、
デ
マ
に
注
意
。

⑩
秩
序
を
守
り
、
衛
生
に
注
意
。

◇

【
お
知
ら
せ
】
耐
震
自
動
消
火
装

置
の
つ
い
て
い
な
い
石
油
ス
ト
ー
ブ

は
、
’
昭
和
五
十
四
年
二
月
一
日
か
ら

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

地
震
の
心
得

が
け
て
く
だ
さ
い
。

（
地
震
の
心
得
1
0
項
目
）

①
す
ば
や
く
火
の
始
末
。

②
あ
わ
て
て
外
に
飛
ぴ
出
さ
な
い
。

③
大
き
な
揺
れ
は
一
分
前
後
。

④
火
が
出
た
ら
ま
ず
消
火
。

⑤
避
難
は
徒
歩
で
。
持
ち
物
は
、
最

少
限
に
。

⑤
せ
ま
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
が
け
、

川
べ
り
に
近
よ
ら
な
い
。

技
能
功
労
者

推
せ
ん
を
受
付

宇
治
市
で
は
、
毎
年
十
一
月
二
十

三
日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
「
技
能
功

労
者
」
を
表
彰
し
て
い
ま
す
が
、
こ

’
と
し
も
9
月
1
1
日
か
ら
3
0
日
ま
で
功

労
者
の
推
せ
ん
盈
又
付
け
し
ま
す
。

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
一
一
一
－
一
一
一
’
一
一
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
一
一
一
’
一
一
一
’
‘
’
－
－
一
－
一
－
一

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
方
の
ア
イ
デ
ア

作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
申

込
み
は
ｃ
月
5
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
幽
展
要
領
と
申
込
用
紙
は

商
工
会
議
所
に
あ
り
ま
す
。

（
商
工
観
光
課
）

消
費
生
活
一
般
講
座

不
況
の
な
か
の
高
物
価
、
巧
み
な

販
売
攻
勢
、
欠
陥
商
品
、
食
品
添
加

物
―
私
た
ち
の
消
費
生
活
は
経
済

的
に
む
貧
的
に
も
敵
し
く
な
る
一
方

で
す
。

そ
こ
で
、
豊
か
な
商
品
知
識
と
消

費
者
と
し
て
の
正
し
い
姿
勢
を
身
に

つ
け
て
い
た
だ
こ
う
と
、
府
南
部
消

費
生
活
一
般
講
座
が
次
の
と
お
り
6

回
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
す
。

▽
1
回
＝
1
0
月
1
1
日
（
水
）
『
世
界

消
費
者
機
樽
に
出
席
し
て
』
主

婦
連
合
会
の
伊
藤
さ
か
え
さ
ん

▽
2
回
＝
’
－
＞
月
1
8
日
（
水
）
『
食
生

活
を
め
ぐ
る
問
題
』
京
都
府
立

大
学
助
教
授
水
谷
民
雄
さ
ん

▽
3
回
八

も
の
お
や
つ
と
実
習
』
栄
養
改

・
普
普
及
協
会
の
川
越
光
子
さ
ん

▽
4
回
＝
1
1
月
1
日
（
水
）
『
衣
料

品
を
め
ぐ
る
問
題
』
通
産
省
京

都
繊
維
製
品
検
査
所
の
岡
田
淳

さ
ん

▽
5
回
八
月
8
日
（
水
）
『
ぐ
ら

し
の
中
の
法
律
』
弁
護
士
の
久

米
弘
子
さ
ん

▽
6
回
＝
1
1
月
1
4
日
（
火
）
『
こ
れ

か
ら
の
消
費
生
活
』
同
志
社
女

子
大
学
教
授
坂
本
武
人
さ
ん

参
加
を
ご
希
里
の
人
は
、
9
月
3
0

古
文
書
講
習
会

日
ま
で
に
、
京
都
府
宇
治
事
務
所
商

工
課
（
電
話
0
二
Ｉ
Ｏ
三
番
）
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
5
0
人
で
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た

五
回
以
上
出
席
の
人
に
修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。
な
お
、
受
講
は
無
料
で

す
。

（
商
工
観
光
課
）

下
鴨
半
木
町
、
電
話
Ⅲ
‐
Ⅲ
’
九
一

〇
一
番
）
へ
9
月
2
5
日
ま
で
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
先
着
二
百

八
十
人
で
締
め
切
り
ま
す
。

ま
た
、
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、

テ
キ
ス
ト
代
八
百
円
が
必
要
で
す
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
予
習
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
前
も
っ
て
郵
送
し
ま

す
の
で
、
実
費
と
送
料
三
百
円
（
切

手
）
を
現
金
轡
留
か
郵
便
為
替
で
、

申
し
込
み
時
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

、
（
市
史
縞
さ
ん
室
）

表
彰
の
対
ま
と
な
る
職
種
と
推
せ
ん

要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
職
種
】
大
工
、
左
官
、

（
宇
治
市
火
災
予

防
条
例
第
二
十
条

二
項
）

ま
た
、
現
Ｅ
耐

震
消
火
装
置
の
付

い
て
な
い
石
油
ス

ト
Ｌ
プ
で
も
、
次

の
も
の
は
新
た
に

取
り
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

て
い
る
人
。

推
せ
ん
団
体
に
加
入
さ
れ
て
い
る

人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
団
体
を
通
じ

て
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
団
体
に

加
入
さ
れ
て
な
い
人
は
本
人
ま
た
は

ど
な
た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
市
役

所
交
通
労
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

鳶
職
、
い
。

師
、
表
具
師
、
時
計
修
理
工
、
洋
裁

師
、
和
裁
師
、
美
容
師
、
理
容
師
、

調
理
師
、
写
真
師
、
豆
腐
・
こ
ん
に

ゃ
く
製
澄
工
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ

ん
ま
。
＾
＾
4
＾
－
・
＾
ｓ
師
、
染
色
整
理

工
、
冒
板
職
、
ク
ジ
ー
ー
ン
グ
職
、

自
助
車
整
備
士
、
溶
接
工
、
ポ
イ
ラ

ー
エ
、
土
木
技
術
士
、
そ
の
他
市
長

が
適
当
と
認
め
た
職
種
。

【
推
せ
ん
要
項
】
①
市
内
に
引
き

続
き
五
年
以
上
住
所
を
有
す
る
人
。

②
技
能
者
と
し
て
、
市
内
の
事
業
所

に
五
年
以
上
従
事
し
、
経
験
年
数
三

十
年
以
上
で
、
十
一
月
二
十
三
日
現

在
で
滴
六
十
歳
以
上
の
人
。
③
き
わ

め
て
す
ぐ
れ
た
技
能
を
有
し
、
他
の

技
能
者
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
人
。

④
引
き
続
き
そ
の
職
業
に
従
事
し
、

同
一
職
業
の
指
導
的
な
立
場
に
あ
る

人
。
⑤
小
規
模
の
事
業
所
で
従
事
し

（
交
通
労
政
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

ら
9
時
半
ま
で
。
宇
治
中
学
校
。

○
運
助
の
で
き
る
服
装
で
、
上
靴
を

持
っ
て
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

議
長
杯
争
奪
卓
球
大
会

宇
治
市
卓
球
協
会
で
は
、
議
長
杯

争
奪
卓
球
大
会
を
9
月
2
4
日
（
日
）

の
午
前
9
時
か
ら
日
産
軍
体
体
育
館

で
催
し
ま
す
。

種
目
は
団
体
戦
で
、
一
般
男
子
、

一
盤
孚
、
少
年
、
少
女
の
四
ラ
ン

ク
で
す
。

宇
治
市
民
ま
た
は
、
市
内
に
通
勤

通
学
の
人
で
、
参
加
さ
れ
る
人
は
宇

治
市
体
育
協
会
（
黄
県
公
園
内
）
ま

で
。
く
わ
し
く
は
、
日
産
車
体
の
千

賀
浩
二
さ
ん
（
電
話
0
二
三
二
三
番

内
線
七
一
四
三
）
へ
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
（
社
会
教
育
課
）

▼
サ
ン
ヨ
ー
・
・
・
ｏ
Ｈ
Ｒ
Ｉ
2
4
1
Ｆ
Ｄ

ｏ
Ｈ
Ｒ
‐
2
6
‐
Ｆ
Ｄ
、
▼
東
芝
・
・
・
Ｋ

ｓ
Ｒ
‐
2
0
‐
Ａ
Ｄ
、
Ｋ
ｓ
Ｒ
－
2
1
－

Ａ
Ｄ
、
Ｋ
ｓ
Ｒ
‐
2
6
‐
Ａ
Ｄ
、
Ｋ
ｓ

Ｒ
Ｉ
2
0
‐
Ｋ
Ｄ
、
Ｋ
ｓ
Ｒ
‐
2
2
‐
Ｋ

Ｄ
、
▼
ナ
シ
’
ナ
ル
・
・
・
ｏ
ｓ
Ｌ
2
3

0
6
Ｒ
そ
の
他
の
ス
ト
ー
ブ
を
お
持

ち
の
人
は
購
入
さ
れ
た
璽
宛
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
（
消
防
本
部
）

犬
・
ネ
コ
の

引
取
り

ナぱやく火の始末

不
用
な
犬
・
ネ
＝
は
、
毎
週
月
曜

日
の
午
前
中
に
宇
治
保
健
所
へ
。

犬
の
巡
回
引
取
り
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▽
犬
の
巡
回
引
取
り

・
9
月
1
2
日
（
火
）

菟
這
公
民
館
＝
1
0
時
4
0
分

黄
聚
自
衛
隊
正
門
前
＝
1
0
時
5
0
分

木
幡
公
民
館
＝
1
1
時

小
倉
公
民
館
＝
1
1
時
1
0
分

開
公
民
館
＝
1
1
時
2
0
分

且
椋
公
会
堂
八
‥
時
3
0
分

毎
月
第
4
週
は
野
犬
捕
獲
強
化
週

商
（
9
月
1
8
日
～
2
2
日
）
と
決
め
、

野
犬
の
薬
殺
・
麻
酔
銃
に
よ
る
捕
獲

を
冥
施
し
ｃ
い
ま
す
。
犬
は
ふ
だ
ん

か
ら
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

（
保
億
衛
生
課
）

訂
正
と
お
詑
び

消防豆知識

バレエ教室オルガン教室剣道教室
Ｏベビークラス（4才～6才）3時から

〇児童クラス（7才～12才）4時半から

○指導寺田バレーアートスクール

○毎週木曜日．月4回

Ｏ月謝3，500円－

ｏ幼児

○水曜日午後2時、3時

○指導ヤマハ音楽教室講師

○月謝3，000円

ｏ幼児及び小学生の男女

〇週1回午後2時（幼）

4時（小）

○指導高段者の先生多数

〇月謝2，000円

一勤俳と創造の教育一〇ｌＯ”5“講

宇治市小倉町中畑53番埋
ＴＥＬ0774（24）0821宇治幼稚園学校法人向陵学園削、
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